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7
月
間
日
(
日
)
石
川
町
の
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
何
回
福
島
県
消
防
操
法
競
妓
会
石
川
支
部
大

会
が
聞
か
れ
、
玉
川
村
か
ら
は
ポ
ン
プ
車
の
部
に
小
高
分
団
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
四
辻
分
団
が
そ

れ
ぞ
れ
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
な
か
、
選
手
ら
は
機
敏
な
動
作

で
競
技
を
展
開
。
小
高
分
団
と
四
辻
分
団
が
見
事
に
優
勝
を
は
た
し
、
そ
ろ
っ
て
県
大
会
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
車
田
村
長
を
は
じ
め

村
消
防
団
幹
部
、
各
地
区
の
役
員
や

家
族
、
婦
人
消
防
隊
ら
が
応
援
に
か

け
つ
け
、
出
場
選
手
ら
の
士
気
を
盛

り
あ
げ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
小
高
分
団
の
西
島

信
一
さ
ん
が
力
強
く
選
手
宣
誓
を
行

い
、
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
ポ
ン
プ
車
の
部
か
ら
行
わ

れ
、
小
高
分
団
が

一
番
目
に
、
続
い

て
行
わ
れ
た
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
も

四
辻
分
団
が
一
番
自
に
競
技
を
行

い
、
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
で
の

毎
¥獲

得
し
て
い
ま
す
。

長
く
厳
し
か
っ
た
練
習
に
耐
え

て
、
優
勝
に
輝
い
た
選
手
の
皆
さ
ん

の
ガ
ン
バ
リ
に
、
心
か
ら
拍
手
を
贈

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
選
手

を
陰
で
さ
さ
え
た
家
族
や
職
場
の

方
々
、
消
防
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
本

当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

~ 

村長から激励を受ける再分毘選手

窃4
4
 

苛
崎

市
出
ベ

ィゴ
競の部の草フ、Jポ

両
分
団
の
キ
ピ
キ
ピ
と
し
た
競
技

に
、
応
援
席
か
ら
さ
か
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
小

高
分
団
が
、
2
位
以
下
に
大
き
く
差

を
つ
け
て
優
勝
。
四
辻
分
間
が
小
型

ポ
ン
プ
の
部
で
、

2
位
と
接
戦
の
末

見
事
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

初
の
2
部
門
制
覇
と
い
う
快
挙
を

成
し
遂
げ
た
両
分
団
は
、
来
た
る
8

月
お
日
、
福
島
市
の
あ
づ
ま
総
合
運

動
公
園
で
聞
か
れ
る
県
大
会
に
、
石

川
郡
代
表
と
し
て
出
場
す
る
権
利
を

ポ
ン
プ
車
の
部

優
勝
玉
川
村
(
郡
高
分
間
)

準
優
勝
石
川
町
(
野
木
沢
分
団
)

第
三
位
古
殿
町
(
第
3
分
団
)

小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝
玉
川
村
(
四
辻
分
団
)

準
優
勝
平
田
村
(
第
4
分
間
)

第
三
位
古
殿
町
(
第
日
分
団
)



う
な
っ
た
か
、
何
名
い
る
の
か
を
報

告
す
る
。

⑤
現
在
ど
う
し
て
い
る
の
か
(
ほ
ど

こ
し
た
応
急
処
置
の
内
容
な
ど
)
報

告。⑥
人
数
に
余
裕
が
あ
る
と
き
は
、
救

急
車
を
迎
え
に
出
る
。

急
病
人
が
で
た
!
け
が
を
し
た
!
す
ぐ
に
叩
番
。
「
人
が

倒
れ
ま
し
た
。
え
え
と
・
:
」
あ
な
た
は
、
と
っ
さ
の
場
合
ご

と
ば
に
つ
ま
っ
て
し
ま
う
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

9
月
9
B

は
「
救
急
の
目
」
で
す
口
こ
の
機
会
に
、
救
急
車
の
正
し
い

利
用
と
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
、
正
し
い
知
識
を
覚
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

①
電
話
は
局
番
な
し
で
「
国
」
番

②
係
員
が
で
た
ら
「
救
急
で
す
」
と

い、っ
③
場
所
を
知
ら
せ
る
。
地
区
名
、
番

地
、
目
標
物
や
道
順
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
す
る
。

④
事
故
や
病
気
の
よ
う
す
を
知
ら
せ

る
。
だ
れ
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど

出=一一一

③
呼
吸
し
て
い
る
か

呼
吸
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
調
べ

る
。
し
て
い
な
け
れ
ば
人
工
呼
吸
を

ほ
ど
こ
す
。

④
脈
は
あ
る
か

大
腿
動
脈
や
頚
動
脈
の
脈
拍
を
み

る
。
脈
が
な
い
場
合
、
瞳
孔
が
開
い

て
い
れ
ば
(
生
命
が
危
険
)
す
ぐ
に

人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行

、っ。
顔
色
を
見
る
こ
と
も
大
切
で
、
青

白
く
、
く
ち
び
る
が
暗
紫
色
を
し
て

い
た
り
、
皮
膚
が
白
く
な
り
冷
た
く

な
っ
て
い
る
場
合
は
危
険
な
状
態
で

す。
以
上
の
4
点
を
調
べ
た
ら
、
冷
え

な
い
よ
う
保
温
し
て
、
救
急
車
の
到

着
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
口

似張所扱い;111伊良い;出張所¥
鋒 捗い勿
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-
救
急
車
に
家
族
が
同
乗
す
る
と
き

着
替
え
や
洗
面
具
を
準
備
し
よ
う
と

す
る
人
が
い
ま
す
が
、
一
刻
を
争
っ

て
い
る
の
で
す
か
ら
速
や
か
に
行
動

し
、
余
計
な
時
間
を
か
け
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。

-
急
を
要
さ
な
い
と
き
や
、
明
ら
か

に
軽
症
の
と
き
に
ま
で
、
む
や
み
に

救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
は
つ
つ
し
み
ま

し
ょ
、
っ
。

本
当
に
生
命
の
危
機
に
ひ
ん
し
て

い
る
人
の
た
め
に
、
救
急
車
を
確
保

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

0

・
夜
間
・
休
日
の
診
療
所
を
あ
ら
か

じ
め
調
べ
、
い
ざ
と
い
う
と
き
自
分

の
車
で
か
け
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

準
備
が
あ
る
と
、
心
強
い
も
の
で
す
。

ま
ず
、
自
分
が
落
ち
着
い
て
、
冷

静
に
傷
病
者
の
次
の
4
点
を
大
至
急

調
べ
て
く
だ
さ
い
。

①
大
出
血
は
な
い
か

ど
こ
か
ら
出
血
し
て
い
る
か
調

べ
、
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
止
血
す
る
。

②
意
識
を
失
っ
て
い
な
い
か

耳
も
と
で
名
前
を
読
ん
で
み
る
。

反
応
が
な
け
れ
ば
、
気
道
確
保
口

広ーη
4
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7
月
幻
自
、
白
日
の
両
日
に
か
け
て
第
問
回
村
民
登
山
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
東
北
の
最
高
峰
、
燈
ヶ
岳
を
経
て
尾
瀬
沼
か
5
沼
山
峠
へ
と
た

ど
る
コ
ー
ス
で
し
た
。
汗
を
流
し
足
を
ひ
き
ず
り
芯
が

5
、
よ
う
や
く
た
ど

り
着
い
た
頂
上
。
参
加
者
う
は
東
北
の
最
高
峰
に
立
っ
た
満
足
感
を
十
分
に

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

シリーズ国体②

来
年
開
催
さ
れ
る
ふ
く
し
ま
国
体
・
秋
季
大

会
の
開
会
約
一
週
間
前
、
県
内
の

8
か
所
か
ら

採
山
〈
さ
れ
た
矩
火
は
、
大
会
旗
と
と
も
に
県
下

ω市
町
村
の
走
者
に
よ
り
リ
レ
ー
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
県
庁
で
一
つ
に
集
火
さ
れ
た
矩
公
は
、

秋
季
大
会
開
会
式
当
日
、
メ
イ
ン
会
場
の
あ
づ

ま
陸
上
競
技
場
の
矩
火
台
に
点
火
さ
れ
、
大
会

期
間
中
、
選
手
た
ち
の
活
躍
を
見
守
り
続
け
ま

す。

⑦①  

至亙 |三崎公圏I! 

~ー~

8月158現在
夏季大会まで
あと425日

秋季京会強場 γあづま接近競技場

(1:)¥くしま国体・

矩火リレー図)

*母母昌司@
『煮豚とキュウリの中華和えj

夏真つ盛り。食欲はありますか。今回は「ょっぱの

会j 会員石森タヰヨさん(山)J ¥墨)の自慢の一品を紹

介します。

『ょっぱの会J会員紹介⑧

今回は、南須釜、北須釜の会員を紹介します。

(敬称略)

国南須釜:阿部洋子、小賓ミサヲ、大野律子、)J ¥原嘉代

子、小山田静枝、塩沢ユキ子、吉村シサヨ、鈴木美津

枝、塩沢栄子、円谷利子、佐藤シゲ

・北須釜:渡辺ナツヨ、鈴木和子、関根トメ子、矢吹キ

ミ子、塩沢ヨシエ i 

以上の方々です。どうぞ気軽に声をかけてください。

炉作り方4

①蕗肉を、うす味で煮ておく。

②キュウリを4センチぐらいの短冊切りにする。

③(1) (2)と③を混ぜ合わせ、冷やせば出来あがりo

'一言メモ4
毎日暑くて食欲がないDそんな時は味付けに酢を使っ

たり、食前酒でリラックスしたり、色どりや食器に工

夫をし、自で楽しむことで、食欲もわいてきます。こ

の料理は、人参、セロリなど加えても、美味しいです。

6 

時:2;?すげがさか

7 



平成6年8月

役場企画調整課

広報係まで

一みなさんからの話題を
おまちしています-

広報たまかわ

河
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
大
成
功
グ

集
め
た
ゴ
ミ
は
、タ
ン
ブ
け
台
分

盟盟

平成6年8月

須釜中にパックネツ
薗

ト雪寄付 f
水谷工業(株)が新校舎完成記念に

広報たまかわ

県
下
一
斉
の
河
川
美
化
作
業
「
ク

リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作
戦
L

が
、
早
朝
か
ら

各
行
政
区
ご
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
美
化
作
戦
で
回
収
さ
れ
た
ゴ

ミ
は
燃
え
る
ゴ
ミ

2
ト
ン
、
燃
え
な

い
ゴ
ミ
は
初
ト
ン
に
も
の
ぼ
り
、

ざ
っ
と
ダ
ン
プ
日
台
分
で
し
た
。

こ
の
日
は
、
各
地
区
ご
と
に
総
勢

I
，
6
0
0
人
が
参
加
し
て
、
阿
武

隈
川
を
は
じ
め
、
そ
の
支
川
な
ど
で

草
刈
り
や
ゴ
ミ
、
空
き
缶
拾
い
を
行

い
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
「
ふ
る
さ

と
の
川
を
き
れ
い
に
し
よ
う
」
と
作

業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
地
域

の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
作
業
終
了
後
の

河
川
は
、
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

須
釜
中
学
校
体
育
館
で
、
第
日
回
非
行
防
止
弁

論
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
夏
休
み

を
前
に
、
生
徒
み
ず
か
ら
が
非
行
防
止
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
同
校
と
須
釜
地

区
防
犯
協
会
(
境
問
孝
意
会
長
)
が
主
催
し
て
毎

年
開
か
れ
て
い
ま
す
。

各
ク
ラ
ス
代
表
の
生
徒
6
名
は
、
自
分
の
体
験

な
ど
を
も
と
に
意
見
を
堂
々
と
発
表
し
、
聴
衆
か

ら
さ
か
ん
な
拍
手
を
あ
び
て
い
ま
し
た
。

各
表
彰
は
次
の
と
お
り
{
敬
称
略
}

Mm
作
最
優
秀
賞
小
原
拓
也

(
3
年
)

*

優

秀

賞

渡

辺

由

香

利

(
2
年
)

矢

吹

千

夏

(
1
年
)

*

優

良

質

関

根

真
理
子
(
3
年
)

大
河
内
貞
広
(
2
年
)

真
野
目
裕
一

(
1
年
)

園自分にうちかつ心」

須釜中学校非行防止弁論大会

。

r誘惑に負けない、

大喜びの野球部員とソフトボール部員

a暗闇除

;‘ 入ょ組主主

、 l .¥ 
‘ ¥、 11

一一一四一" I 
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の
議
手
♂
」
減

m
F
Fj

「
ニ
イ
ハ
オ
フ
ラ
イ
ト
会
」
が
奉
仕
作
業

村社会福祉協議会が、村内の寝たきりの方々29名の

自宅を訪れ、紙おむつなどを鰭りました。

これは、東京玉川会が「ふるさと福祉事業」として、

村社会福祉協議会へ委託して実施されたものですD

贈られた方たちは「大変助かります。東京玉)1/会の

皆さんありがとう」と、暑い夏のさわやかな贈り物に

大喜びでした。

水谷士業(石川町-水谷磯雄社長)が、須釜中クラウ

ンドに設置工事を進めていた野球、ソフトボール用のパッ
クネット 2基が完成し、 J，'¥;.ノクネットと移動式スコアボー
ドおよび野球用異などの贈呈式が同校クラウンドで行わ
れました。
須釜中校舎新築工事の主体工事を請け負った同社が、

校舎の完成を記念して同校生徒たちのスポーツ振興を願
い、寄付したものです。

式には野球、ソフトボール部員36人と村関係者らが出
席。水谷社長が車田次夫村長にパックネットの目録を贈

呈「地域の皆さんに活用していただき、スポーツをとお
し豊かな人間性を育ててくださしV とあいさつ。
関根照夫校長の謝辞の後、生徒代表の石森猛主将、渡

辺由香利主将が「思う存分練習に励みます」とお礼の言

葉をのべました。

同社かちのピックなプレゼントに生徒たちは大喜び。
Jrックネットを大いに利用して、活躍してくれることと
思います。

寝たきりの方々へプレゼントグ

東京玉川会が「ふるさと福祉事業J図~圏

平
成
5
年
度
ふ
る
さ
と
創
生
事

業
の
海
外
派
遣
研
修
で
、
友
好
都

市
の
中
華
民
国
・
鹿
谷
郷
を
訪
れ

た
人
た
ち
(
犯
人
)
で
組
織
し
て

い
る
了
一
イ
ハ
オ
フ
ラ
イ
ト
会
』

(
会
長
・
溝
井
賢
彦
さ
ん
)
が
、

小
高
地
内
の
道
路
(
県
道
矢
吹
・

小
野
線
)
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の

天
気
で
し
た
が
、
参
加
し
た
会
員

ら
は
傘
を
片
手
に
空
き
缶
や
ゴ
ミ

な
ど
を
拾
い
集
め
、
き
れ
い
な
道

路
に
し
よ
う
と
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。

納
税
者
の
お
か
げ
で
す

玉
川
村
が
県
知
事
表
彰

玉
川
村
が
個
人
県
民
税
の
賦
課
徴

収
の
優
良
町
村
と
し
て
県
知
事
表
彰

を
受
け
、
村
長
室
で
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
平
成
5
年
度
の
村
の
個

人
県
民
税
徴
収
率
は
9
9
・

4

3

パ
ー
セ
ン
ト
と
非
常
に
高
く
、
こ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
税
に
対
す
る
ご
理
解
と

納
税
に
感
謝
し
ま
す
。

協
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個人事業税の
納期のお知5せ

勤労者互助会
融資制度のご案内

須賀川地方広域消防組合
消防職員を募集!

個人で事業を行っている人に課税され

る個人事業税の第 1期分の納期は、 8月

31日です。県中地方振興局県税部から送

付される納税通知書により、最寄りの金

融機関で納めてください。

納める場合は、便利な振替制度もあり

ますので、県中地方振興局県税部にお申

し込みのうえ、ご利用ください。

なお、今回、口座振替制度の利用を串

詳しくは、福患県中地方振興局県税部

し込まれますと、 6年度の第2期分から

口座振替となります。

な

、
く

島

の

に

つ

。

福

で

合

方

と

す

は

ま

組

の

も

ま

た

わ

働

め

に

リ

利

ま

W

労

勤

度

お

T
金

、
円刊

に

お

制

て

れ

ン

諜

十

場

に

資

け

民

一

内

整

蛇

職

庖

融

付

詐

口

以

調

ぽ

は

商

会

け

の

宅

年

画

居

で

・

助

受

叩

住

出

企

支

会

場

互

を

場

川

助

工

者

み

ン

額

利

筒

ン

額

利

閤

ン

額

利

間

役

石

互

、
労

込

一

雪

期

一

期

一

期

は

庫

貨

資

者

や

勤

申

口

、

済

口

済

口

、

済

く

金

労

社

県

の

活

融

金

返

育

融

金

返

宅

融

金

返

し

働

勤

会

島

資

生

・

・

・

教

・

・

・

住

・

・

・

詳

労

い

福

融

薗

田

置

県

100万円まで

4.50% 
5年以内

100万同まで

4.0% 
10年以内

-口述試験
須賀川市役所

・体力検査
須翼民地方
広域潟訪本部

須賀川地方広域消防組合の消賄賂員

(高校卒程度)採用候補者試験を次のと

おり行います。

砂職種及び採用予定人員数

消防職若干名

砂受験資格昭和44年4月2日~昭和

52年4月1日までに生まれた男性で学歴

は問いません。

砂試験の期日、場所

合否にか

かわらす
通知しま
す。

須賀川地方

広域消防本部

. .  遺書量軍軍謹直昆!r.Jlllllllr

移
福島空港ターミナ/Tどん夏休み特別展示中!

_;FBT轟語調 悶・E

• rプレードザウjレスi
JALの整備士の方たちが、ジャンボ携(ボーイング74'7)のエ

ンジン部品、プレード(3'74枚)を使って大きな恐竜をつくり

ました。 (ステコザウjレス)

・ {cこの鶴は世界の蔀市を知っていますj

ボーイング'74~のエンジンの部品(チタニウム合金: 3~ゆ)

が、今まさに大空へ飛びあがろうとする「鶴J として生ま

れかわりました。

• fJALオーケストラj

ジ工ツトエンジンの蔀晶を組み合わぜて、整信士の方た古

がデザインし、創作したものo

' 期 間 :'7月~5B-----9月4B

• rマリンジャンボj

全長5m、(実物の'25分のりのスケールモデル0

・fボーイング75'7-3001のメインタイヤi
亘径約l1?cm。重量約180，均

(マリンジャンボJr/.こもi弓じタイヤが装着されています)

・ 1<ボーインク、?o?-20o.のメインタイヤJ
要径約115cm。重量約180/(9

(36換までの平均着睦回数約'250，回)

少 期 間 :?月~2B-----9月 IB

審議

fOlOfI 電動

(郡山市麓山1-1-1)n0249-35一砂受験申込書の受付期限 平成6年8月

26日悩まで(郵送の場合も司じ〉

詳しくは須費川地方広域消防本部総務

課n0248-76-3111(内215)までお問

い合わせください。

10 

1241まで。

巡回婦人椙談会のお知らせ

砂開催 B 9月21日(水)

惨受付時間 AM10時-----PM3時

惨場 所石川町中央公民館

(相談は無料です。詳しくは、役場住民

諜まで)

入居者募集 j♂f長官ZZJ岩場221を

( 7月届出分)

保護者名

和寿

行弘

公 平

1専

お誕生おめでとう
ございます

出生児氏名
あやか

小林彩香

秋保響

阿部成美
しずや

吉村静也

地区

竜崎

南須釜

寄付ありがとうございます

記

・Jlf辺の須藤利夫さんから 3万円

・Jlf辺の吉田直人さんから 2万円

・南須釜の塩沢重男さんから 3万円

・竜崎の上野文吉さんから 1万円

・小高の車田文雄さんから 3万円

・東京玉川会から(第3回目分として)

18，000円

(村社会福祉協議会)

7
月
幻
日
の
献
血
者
は
次
の
“

名
で
し
た
口
あ
な
た
の
愛
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

{
敬
称
略
}

(
太
字
は
側
叫
献
血
者
)

翼
翼
翼
翼
蜘議

一一一坂

義

男

国

分

一

味

戸

勇

雄

鈴
木
ミ
チ
関
根
ユ
キ
イ
渡
辺

幸

雄

福

士

信

子

斉

藤

浩

正

吉

村

さ

え

子

太

田

真

車

田

伸
鈴
木
文
子
小
山
田
志
津
子

滝
田
徳
実
芳
賀
幹
男
浅
倉
竹

三
平
塚
日
出
子
安
藤
ト
シ
子

円
谷
明
美
村
上
和
則

叩.
競
擦

義
器
官

金
一
円
谷
ア
ヤ
子
;
大

野
誠
治
草
野
直
幸
太
田
秀
幸

大
木
忠
夫
円
谷
克
也
大
野
佐

源
治
関
根
恵
津
大
川
内
忠
雄

渡
辺
さ
な
え
石
井
重
一
小
原

ミ
ヤ
子
大
川
内
文
江
戸
賀
武

寿

議
選
滅
議
務
還
義
議
古
川

溝
井
正
治
矢
内
チ
イ
子
吉
田

今
朝
雄
車
問
栄
子
石
井
雅
夫

高
林
重
和
矢
部
照
子
塩
沢
邦

章

大

竹

義

紀

大

槻

喜

美

子

矢
部
美
枝
子
溝
井
陳
彦
鈴
木

孝

車

田

光

子

佐

藤

恵

美

子

草
野
義
一
一
房
仁
井
田
健
丹
内

一

彦

事

田

ヨ

シ

子

安

倍

孝

大

野

賢

一

森

清

重

機
体
務
-慨
銀
盤
饗
紘
基
指
総
務

白

山

孝

夫

塩

田

敦

溝

井

康

夫

小

針

武

彦

溝

井

浩

一

塩

田

敬

草

野

正

博

小

針

達

夫

小
原
幸
春
高
林
浅
輝

道 路をまもる

月

間

イン

村のようす
( 6年7月1日現在)

( 7月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

川崎 幸夫 71 聖 幸

須藤クニ子 74 利 治

吉田亀代 57 直 人

上 野 登 81 文 吉

区

辺

竜崎

ク

地

JI! ~に
7，681人(+14) 

3， 780人(+5) 

3，901人(+g) 
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「
須
釜
中
も
時
代
と
共
に
」

こ
の
写
真
は
、
昭
和
お
年
ロ
月
の

旧
須
釜
村
立
中
学
校
の
校
舎
新
築
落

成
式
の
記
念
写
真
で
す
。

「
新
し
い
今
の
須
釜
中
校
舎
は
、
ま

る
で
ホ
テ
ル
み
た
い
だ
。
こ
の
時
新

築
し
た
木
造
二
階
の
こ
の
校
舎
も
当

時
と
し
?
は
立
派
な
も
の
だ
っ
た

な
ア
」
と
、
写
真
提
供
し
て
く
れ
た

大
木
古
邦
さ
ん
(
臼
歳
、
南
須
釜
)

が
話
し
て
い
ま
し
た
。

新
築
さ
れ
た
木
造
校
舎
の
玄
関
で

写
っ
て
い
る
の
は
、
当
時
の
須
釜
村

三
役
、
議
会
議
員
、
学
務
委
員
(
今

の
教
育
委
員
)
ら
の
人
た
ち
で
、
写

真
前
列
中
央
の
人
は
故
大
木
一
夫
村

長
で
、
そ
の
右
側
が
故
塩
田
儀
三
郎

議
長
(
征
二
郎
さ
ん
の
祖
父
)
村
長

の
左
側
は
故
大
野
梅
吉
助
役
(
吉
孝

さ
ん
の
祖
父
)
だ
そ
う
で
す
。
当
時

の
校
長
は
前
列
左
端
の
故
安
倍
貢
一

さ
ん
で
、
後
列
中
央
の
人
は
吉
邦
さ

ん
の
父
、
故
士
口
丸
さ
ん
で
、
当
時
の

須
釜
小
学
校
の
校
長
で
し
た
。

終
戦
後
、
昭
和
幻
年
に
新
教
育
法

(
現
六
・
一
ニ
制
)
施
行
、
新
制
須
釜
中

学
校
が
発
足
「
お
年
に
校
舎
が
完
成

す
る
ま
で
は
、
小
学
校
の
講
堂
を
区

切
っ
て
教
室
に
し
、
物
も
な
い
し
、
今

の
生
徒
は
恵
ま
れ
て
る
ね
」
と
遠
く

を
見
つ
め
な
が
ら
語
っ
て
い
ま
し
た
。

千
葉
市
花
見
川
区

大
木
俊
夫
さ
ん
(
南
須
釜
出
身
)

宮
島

i
一

一東京玉川会員だより一

「玉川村の発展に寄せてJ

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
玉
川
村
の
皆
さ
ん
お
元
気
で
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

私
は
現
在
、
歯
科
医
院
を
開
業
し

て
お
り
、
子
供
4
人
い
ま
す
が
、
私

達
兄
弟
(
男
3
人
)
の
子
供
は
、
全

員
女
の
子
(
計
8
人
)
で
、
亡
き
父

邦
夫
が
生
き
て
い
た
ら
、
さ
ぞ
か
じ

嘆
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

平
成
2
年
の
父
の
葬
儀
の
際
に

は
、
村
民
の
方
多
数
御
参
列
を
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
父
は

玉
川
村
、
そ
し
て
出
身
大
学
の
あ
る

中
国
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
病
気
が

治
っ
た
ら
、
中
国
大
陸
へ
旅
行
を
し

た
い
、
と
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
た

の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
か
な
い
ま

せ
ん
で
し
た
・..•.. 

開
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
空

港
近
く
に
競
艇
の
場
外
舟
券
売
場
が

で
き
る
ら
し
い
と
の
こ
と
で
、
色
々

問
題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

際
「
場
外
」
と
い
わ
ず
、
母
畑
ダ
ム

に
「
本
場
い
を
造
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、

帰
省
し
た
時
楽
し
み
が
増
え
る
の
で

す
が
!
こ
ん
な
こ
と
を
言
つ
で
る

と
、
厳
格
で
初
代
村
長
で
も
あ
っ
た

亡
き
祖
父
(
一
夫
)
が
生
き
て
い
た

ら
、
お
叱
り
を
受
け
そ
う
で
す
。

私
の
近
況
で
す
が
、
厄
年
も
何
と

か
無
事
に
過
ぎ
た
と
思
っ
た
ら
、
娘

の
通
う
小
学
校
の

P
T
A
会
長
と
い

う
大
役
を
引
き
受
け
て
し
ま
い
、
悪

戦
苦
闘
の
毎
日
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
2
年
程
、
東
京
玉
川
会
へ
の

出
席
は
ご
無
沙
汰
し
て
ま
し
た
が
、

広
報
紙
な
ど
を
見
て
て
、
来
年
は
ぜ

ひ
出
席
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
玉
川
の
繁
栄
と
、
皆
様
の

御
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。
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